
平成24年度　協働事業振返り調査票

協働事業の名称　課題発見1探究傭決を通したこどもの参画推進ワークショげ及びフォうム開催事業

所属名（団体名）こども企画課
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1－1．協働相手の選定（市） 協働相手を公募しましたか。公募しない蓼合 は、選定理由を明確にしましたかも 劔�5 劔書類選考、プレゼンを経て、協働相手を決定し た。 

1－2協働相手の選定（団体等） この事業の協働相手として自分の団体はふさわ しい団体でしたから 劔�4 劔子どもの自立を促すことなど、考えが一致してい た。 

2目的の共有 事業の目的・目標を共有しましたか。 劔�4 劔当初から、入念な打合せを重ね、共有できた。 

3　日的1目標の達成 劔�4 劔・目的は達成できたが、次なる目標ができ、継続し 

事業の目的・目標は達成できましたか， 劔劔凾ｽし㌔ 
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4　事業実施中の意見や情報の交換

適宜、意見や情報の交換を行い、必要に応じ協

議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できま

したか⊃

総合コメシト 

従前から、協働の取組みを行っていたが、今回の取組みを通し、今後の取り組みにつながる課題などを考えることができ 

た。 
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1－1協働の形態の選択（市） 選択した協働の形態既共催、事業協力、支 援・補助）は適切でした鶴 劔劔剴2�冤，当瓶．好い叩場について、解し＝忘 ところがあ。、多少の混乱があっ7㌔ 

1－2協働の形態の選択（団体等） 自らの特性を活かせる連携方法でしたれ 劔劔剴B�刳�ｩせることができたように思う。 
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う事で明確にできた。 

2　協働の意義の明確化

協働で実施する必要性やねらいを明確にしまし

たか⊃

3主体性・自主性の尊重 お互いを理解し、尊重して事業を進めました か） 迭�双方で足りない部分などを補う事ができた。 

4役割と責任の自覚 役割鮮責任の所在が明確でしたカも 迭�明確であった。 

至5協働の成果 協働ならではの成琴はありましたか。また、副 次的な効果はありましたカ㌔ 迭�WSの参力晴の年齢の幅が広がるなど、次回以降 

虜挽物穿．・会者増狂え会者や碗雪の蕨紅つ 顔5、った舵鯛甥つ かった筈 凾ﾌ参加者募集の方法を考えることができ7㌔ 

総合コメント 

協働の取組みにより、これまでの実施方法に加え新たな実施方法を考えることができ、今後の取組みに活かすことができ 

る。 

この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好な／トトナーシップを構築することにより、

お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業の優劣をつけ

るものではありませんので、率直な意見を記入してください。


